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１．はじめに 
（１）テーマ設定の背景
阪神淡路大震災から 24 年がたち，現在ではその脅威の爪痕はほとんど感じられなくなっ
た。ところが，今後 30 年以内に高確率で南海トラフ地震が起きると推定されている。そこ
で，南海トラフ地震が起きたときに，被害を最小限に抑えるための準備はできているのだ
ろうかという疑問が起こった。 
 私たちは上記の疑問から，へき地である沼島ではどのような防災教育が行われているか
を調べ，特徴を捉えることとした。そうすることで，沼島だけでなく島嶼部以外での防災
教育にも示唆を与えることを目指す。 
（２）事前調査と仮説
私たちは今回のテーマにおいて，沼島は船でしか行き来のできない離島であるため，重
点的に防災教育が行われているのではないかという仮説を立てた。また，防災教育だけで
なく，多くの島民が危機管理に対する考えを持っているのではないかと考えた。 
 事前調査では，2019 年に沼島漁港本港地区に防潮堤が完成したことが分かった。この防
潮堤は高潮などが発生したときに自動でゲートが起き上がる設計になっている。また，こ
の防潮堤は長さ 130 ㎝，高さ 1m で，最大で 2m35 ㎝の津波や高潮に耐えられるように設
計されており，南海トラフ地震が起きた際に県内で一番に津波が到達すると推測されてい
る沼島を津波から守ることが期待されている。また，防潮堤の他にも津波対策として水門
の整備や沖防波堤の補強工事も進められている。 
（３）検証方法
沼島における防災教育がどのように行われているかの実態を知るために，小学校と中学
校を訪問し，具体的にどのような取り組みや活動を行っているのかを半構造化面接法によ
る聞き取りにより明らかにする。また，現在の防災教育と昔の防災教育には違いがあった
のか，あったのならそれはどのような違いだったのかを学校や地域住民への聞き取り調査
で確認する。 
 防潮堤を含め，沼島ではどのような災害対策が行われているかを調査する。また，島民
の防災意識を聞き取りにより調査する。 
２．検証 
（１）沼島の概要
淡路島から南へ約 4.4 ㎞にある沼島。神々が創った島といわれている。
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島の面積は約 2.6 ㎢，周囲は約 10km，曲玉（まがたま）の形をした結晶片岩からなり，
瀬戸内海国立公園に認定されている。現在は土生港と沼島港を結ぶ定期船が１日 10 便運航
している。 
 かつては「沼島千軒」といわれるほど栄えていた時代もあったが，現在は過疎化が進ん
でおり，2019 年２月現在で世帯数 213 戸，人口 448 人となっている。植物が埋め尽くして
いるところに家があったり，住宅街でも空き地が見られたりする。また空き家が多く見ら
れる。 
1994 年に沼島で引き潮時にしか見られない「鞘型褶曲」と呼ばれる珍しい岩石が発見さ
れた。これは１億年前の地殻内部の動きがよくわかり，貴重なものである。 
沼島千軒の時代に盛んに作られていた農作物がサツマイモである。当時は，段々畑が広が
っており，サツマイモが沼島の特産品の一つとなっていた。 
 現在，沼島では漁業が盛んであり，夏の鱧（はも），冬のフグなど「食」の島でもある。
祭りや集会なども活発に行われてきた。しかし近年は，漁獲量の減少，過疎化・高齢化な
どの問題があり，「ふるさとに残る人材の育成」「学力保障」など，学校教育の果たすべき
役割が大きくなってきている。過疎化する中で，教師や環境の充実度が「過疎」という現
状に飲み込まれないように，「子どもたちの教育のためにも，大人が守っていかなければな
らない。子どもが少ないからこそ，子どもたちのために」と尽くすのである。 
 沼島には，ぬしま保育園，沼島小学校，沼島中学校がある。2019 年度は園児 6 名，児童
11 名，生徒２名である。沼島小学校は 1874 年６月，沼島神宮寺を使用して開校し，武島
校と称されていた。現在の蓮光寺にある城跡には，ここがかつて武島城と呼ばれていた説
明板があり，沼島の旧名が「武島」であることがわかる。町村合併などの歴史背景から，
沼島と呼ばれるようになる。 
 
（２）沼島独自の教育 
沼島の概要でも少し触れたとおり，少子高齢化の影響などにより子供の数は減少してお
り，今後も爆発的な増加は見込めない。そのような厳しい環境の中で，小中学校ではどち
らにも郷土愛が学校目標に入れられており，地域とも連携しながら自身が生まれ育ってき
た沼島を子どもが自然と意識するような学習プログラムを計画している。学習発表会や老
人ホーム訪問では伝統的な沼島太鼓の発表をし，地域と連携しながら清掃活動や外来植物
であるナルトサワギクの駆除活動などを行っている。学年や地域を越えて島全体が活動・
学習の場となっている。 
 授業形態としては少人数を生かした指導が強みなようで，一人一人の学習ペースに合わ
せての手厚い個別指導をしているとのことである。小中学校どちらでも 1 人一台タブレッ
ト端末を用意しており，特に中学校では教員が撮影した授業ビデオが視聴できる。 
小学校では複式学級を取り入れ，３・４年生と５・６年生では A・B 式カリキュラムを採
用している。また，体育などの専門教科では既に教科担任制を取り入れていたり，教頭先
生が授業を担当されていたりと，教師間での連携も整備されている。 
 中学校ではスカイプを使用しての海外中学生との英会話授業や，脳科学的アプローチか
ら「立った状態で行う数学授業」など個性的で興味深い学習方法も多い。加えて，受験対
策として 7，8 限目に相当する追加授業など，放課後学習も充実している。 
 僻地での教育＝劣悪ではなく，少人数制を受け入れながらそこを強みとできるような授
業計画がされていた。 
 しかし，中学校卒業後は通学の厳しさなどから島を出てしまう子も多く，児童・生徒の
減少のため 2020 年度からは小・中一貫校になることが決まっている。これについて，小学
校では高学年から教科担任制を取り入れるなどの方針が考えられているが，時間割上の問
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題などもあり，現在も両校で指導方針を検討中である。 
（３）沼島の防災教育
沼島で行われている防災教育として，小学校，中学校が合同で避難訓練などの防災教育
があげられる。内容としては主に津波や火災を想定したものが多く，一学期には津波想定
訓練と避難経路の確認，二学期には火災を想定した訓練を行い，三学期にはもう一度津波
想定訓練を行う。一学期の津波想定訓練では，沼島小学校，中学校の近くの高台にあるヘ
リポートへ避難する訓練を行い，同時に避難経路を確認する。二学期の火災を想定した訓
練では地域や消防団と連携し，放水・消火訓練を実施する。三学期の津波想定訓練では，
一学期の訓練とは違い児童生徒が一旦自宅に戻り地域の人々と共に，自宅からの避難経路
を確認し避難する。
次に沼島で行われている防災教育の特徴としては，地域の住民との協力しているという
ことと，児童生徒一人一人の防災教育が充実しているということである。地域の住民と協
力しているということは，二学期や三学期の訓練において地元の消防団などと放水や消火
訓練を行うというものや，地域の住民と共に避難経路を確認するといったものが多くみら
れ，学校の中だけでなく，島全体で防災教育に力を入れているということである。また，
児童生徒一人一人の防災教育が充実しているということについては放水訓練や消火訓練を
全員が実施できているということや自宅からの避難経路を避難訓練の中で確認する機会が
あるということである。このようなことは沼島小学校，中学校が小規模校であり全員に機
会を与えることが可能であるということもあるが，高齢化が進んでおり人口も少ない沼島
では子どもが地域の防災を担っている部分が多いということであると考える。 
（４）沼島の防災マップ
ここでは，私たちが沼島現地で調査したことをもとに，オリジナルの防災マップを作成
する。 
図１ 沼島における防災マップ 
出所）国土地理院地図より筆者作成 
 地図上で「津波」と書かれた円がある場所はヘリポートで，津波の発生が予想される際
の避難場所となっている。また，「地震」と書かれた円がある場所は沼島小学校であり，地
震が発生した際の避難場所となっている。点線と実線はそれぞれの避難場所に向かう避難
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経路となっている。下では避難経路について気付いたこと考えられることを述べる。 
 １ ヘリポートへと避難する経路だが，高低差が約 20ｍと急であるため，高齢者や足腰
の不自由な人には特に厳しい道である。また，周りが木で覆われているため昼でも薄暗く，
街灯がないので夜の避難などは危険だと考えられる。 
 ２ 小学校からヘリポートへと向かう経路だが，階段ではなくスロープとなってはいる
ものの，急であり，手すりも所々しかなかった。また，草が生い茂っており，管理してい
ないと草で足を滑らす危険性がある。 
 ３ 小学校へと向かう経路だが，道が一つしかないため，倒木や建物の倒壊などによっ
て塞がれてしまう恐れがあった。 
 全体的に沼島では広い道がないため，建物の倒壊などで道が塞がれた際に回り道をしな
ければならない可能性が生じる。また，ヘリポートへの避難経路は津波がどの時間に発生
するかわからないため，街灯の設置など管理を見直す必要があるように感じられた。 
写真１ ヘリポート 
出所）筆者撮影 
写真２ 沼島小学校の備蓄 
出所）筆者撮影 
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